
     

「アリのボール」         理 科   藤 本   充  
 
皆 さんは、小 さいアリが、自 分 たちの生 息 域 を広 げるために、世 界 で一 番 長 いナイル川 の岸 か

ら岸 へ渡 るということを知 っていますか。アリは、泳 げません。また、アメンボのように水 面 をスイスイ

行 くこともできません。もちろん、川 底 に行 列 を作 って歩 いたりもできません。では、どのようにして川

を渡 るのでしょうか。 

 渡 るときが来 ると、アリたちは、お互 いにくっつき合 って大 きい一 つのかたまりになります。３ ０ ０ ０

匹 くらいのアリが集 まった、黒 いサッカーボールくらいの大 きさのかたまりです。お互 いが離 れないよ

うに、し っか りつながり ます。そして 、そのアリのボールが川 に浮 いて 流 されるので す。しかし、上 の３

分 の１ は、水 面 から出 ていますが、残 りの３ 分 の２ は、水 中 に沈 んだままです。ですから、普 通 に考

えると、そのままでは下 の方 にいるアリたちは、水 の中 で息 ができなくて死 んでしまいます。では、どう

するのでしょう。 

 このアリたちは、流 されている途 中 で、次 々に上 と下 が入 れ替 わるのです。水 の上 にいたアリは

しだいに水 の中 へ、そのかわりに水 の中 にい たアリが水 の上 に浮 か び上 がるのです。つまり、水 の

中 にいるときは苦 しくても、上 にいるアリたちのために息 を止 めてがんばり、上 になるといっぱい息 を

して、また、下 になって上 にいるアリを支 える。このようなことを繰 り返 しながら、何 十 日 もかけて向 こ

う岸 にたどり着 くのです。 

一 匹 でも、自 分 だけは水 中 にもぐらないで、空 気 のある上 だけにいたいなどというアリがいたら、

アリのボールはたちまち崩 れて、全 部 のアリがおぼれてしまいます。自 分 に与 えられた責 任 を、３ ０ ０

０ 匹 みんながやり遂 げるというのですから、すばらしいですね。一 匹 では川 を渡 ることはできませんが、

３ ０ ０ ０ 匹 が協 力 すれば渡 ることができる。一 匹 、 一 匹 のアリは小 さくても、その一 匹 、 一 匹 が、集

団 の一 員 としてなくてはならない大 切 な存 在 なのです。 

仲 間 ってすばらしいですね。私 たち人 間 も同 じです。皆 さん一 人 一 人 が、東 予 東 中 学 校 にとって、

なくてはならない大 切 な存 在 です。一 人 一 人 が、学 級 のため、学 校 全 体 のために責 任 を果 たすこ

とができたら、どんなにすばらしいことでしょう。 

仲 間 がいるからがんばることができる。 

だれかが支 えてくれるから、がんばることができる。 

東 予 東 中 学 校 には、たくさんの仲 間 がいますね。一 人 ではできないことでも、仲 間 とともに力 を

合 わせれば、より大 きいことができると思 います。先 日 の体 育 大 会 では、東 予 東 中 の大 きいエネル

ギーを感 じることができ、とても感 動 しました。新 人 戦 も始 まります。文 化 祭 の準 備 も進 められてい

ます。学 校 行 事 だけではありません。毎 日 の学 習 も、一 人 で学 んでいるのではなく、学 級 や学 年 と

いう集 団 の中 で仲 間 と ともに学 んでいます。皆 さんが、チーム東 予 東 中 として一 つにつながること

によって、すばらしい成 果 を収 めることができるでしょう。ナイル川 のアリに負 けないよう、東 予 東 中

という私 の大 好 きな仲 間 のために、皆 さん一 人 一 人 の力 が一 つになり、大 きい力 となって、いろい

ろな分 野 で発 揮 されることを期 待 しています。   

 

第 ２ 回 学 校 運 営 協 議 会 開 催 ９ 月 ２ ０ 日 （ 金 ）  

まず授 業 参 観 の後 、「 生 徒 や学 校 が落 ち着 いている」 との感 想 を多

く い ただき ま し た。 会 議 で は、 「 子 ど も たち 一 人 一 人 の 声 の 出 て い な い

SOS」 に気 付 く教 育 活 動 をしてほしいとの意 見 や、今 後 の学 校 への協

力 体 制 についての話 合 いがなされました。 
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★東予東中学校の教育目標        

「心豊かに たくましく生きる 生徒の育成 」  

★西条市立東予東中学校ホームページ 
http://toyohigashi-j.esnet.ed.jp/  



 

【体育大会 「東東 東走中！！ ～走れ・追え・越えて行け～」】 
   

 

  

 

日 曜 主な行事予定 

1 火 市 新 人 大 会 球 技 （ 球 技 ) 

2 水 市 新 人 大 会 （ 球 技 ・剣 道 ）  

3 木 市 新 人 大 会 （ 球 技 ）  

4 金 
英 語 検 定 一 次  
Ｐ Ｔ A総 務 部 役 員 会  

9 水 市 新 人 大 会 球 技 （ 陸 上 ) 

10 木 中 間 テスト発 表  

12 土 地 方 祭 （ 壬 生 川 ・多 賀 ） ～ 13日  

1４ 月 
スポーツの日  
部 活 動 停 止 （ ～ 17日 ）  

15 火 地 方 祭 （ 吉 田 ・吉 井 ） ～ 16日  

17 木 中 間 テスト（ ～ 18日 ）  

19 土 地 方 祭 （ 周 布 ） ～ 20日  

21 月 登 校 指 導 日 ・安 全 点 検 日  

24 木 
生 活 習 慣 病 予 防 検 診 （ 1年 ）  
貧 血 検 査 （ ２ 年 ）  

25 金 
漢 字 検 定 、修 学 旅 行 前 ・市 駅
伝 内 科 検 診  

26 土 愛 媛 県 新 人 大 会 （ 陸 上 ）  

30 水 繰 替 休 業 日  

  
※ 10/1 ～ 10/3 は 、 新 人 大 会
10/17 は 中 間 テ ス ト の た め 給
食 はありません。 

   

日 曜 主な行事予定 

1 金 専 門 委 員 会  

2 土 文 化 祭 準 備 （ 給 食 あり）  

3 日 文 化 祭  

4 月 親 子 ふれあい交 流 体 験 事 業  

5 火 
繰 替 休 業 日  
児 童 生 徒 をまもり育 てる日  

7 木 
中 学 校 音 楽 フェスティバル 
高 校 説 明 会 （ ３ 年 ）  

8 金 
高 校 説 明 会 （ ３ 年 ）  
県 新 人 （ ～ 12日 ）  

12 火 期 末 テスト発 表  

14 木 部 活 動 停 止 （ ～ 20日 ）  

19 火 期 末 テスト（ ～ 21日 ）  

21 木 
いじめSTOP！ デイPlus（ 1年 ）  
新 入 生 保 護 者 説 明 会  

23 土 勤 労 感 謝 の日  

27 水 修 学 旅 行 （ ～ 29日 ） （ ２ 年 ）  

  
※11/19 ～ 11/20 は、 期 末 テ
ストのため給 食 はありません。 

※予定は変更することがあります。 

スクールカウンセラー  10 月 の来 校 予 定  

11 日 （ 金 ） ・25 日 (金 )   9 :00～ 13:00  

14 日 （ 金 ） ・18 日 (金 )  13:00～ 17:00  

相 談 希 望 の場 合 は、担 任 や学 校 まで御 連
絡 ください。 

【表彰】       第 19 回西条市民総合体育大会 

   野球部     準優勝   女子バスケットボール部    Ｂリーグ準優勝 

 男子陸上部     村上 想磨  男子中学１年１５００ｍ  第 1 位   

山内 優成  男子中学 2 年１50０ｍ 第 2 位 

伊藤 珠羅  男子中学３年１50０ｍ  第 2 位 

女子陸上部     三谷 志野  女子中学１年１００ｍ  第 2 位   

三谷 志歩  女子中学３年１0０ｍ  第 2 位 

箱岡 実波  女子中学３年１50０ｍ 第 1 位 

大波 美海  女子中学 2 年１50０ｍ 第 2 位 

伊藤 美優  女子中学１年 15００ｍ 第 2 位 

寺田乃々葉  女子中学走幅跳 第 1 位 

  男子卓球部      汐崎 嘉人  一般男子個人 B 第 2 位   

  女子卓球部      中川 寧々  中２・中３女子シングルス  第 1 位   

ら藤原 望羽  中２・中３女子シングルス  第 2 位  

  女子剣道部      井上   音  中学生女子の部 第 1 位  

首藤沙英子  中学生女子の部 第 2 位 

2024 年度第２回西条ひうちトラック記録会  

神野 良太  男子中学 ４00m  第１位  男子中学 200m  3 位    

前川 侑大  男子中学 800m  第１位    

山内 優成  男子中学 1500m 第 2 位   

愛媛県小・中学生選抜卓球大会 

藤原  望羽  カデットの部女子シングルス  第３位 

第 23 回西条ニュースポーツ杯卓球大会 

男子卓球部  男子第三位トーナメント  準優勝 

女子卓球部  女子第三位トーナメント  第３位 

第 5２回えひめのクロッキー展        

特選    大西  愛菜     

入選    宮川  結衣  ・  飯井  帆夏  ・  大井  望翠 


